
令和２年度実施事業における評価の特例基準表について 

 

特例の項目等について 

（１） 地域包括支援センター 

 【事業実施基準】 

 項目 評価基準 評価結果の特例 判断内容等 

事

業

実

施

基

準 

10 
ブランチ連絡会を隔月に１回以上

開催している 

開催実績・回数を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 

12 

居宅介護支援事業者連絡会議

を隔月に１回以上開催支援して

いる 

支援実績・回数を 

問わない 

・開催中止連絡が記載された記録等により、支援

する会議が開催されなかったことが確認できれば、

「－」とする。 

14 
相談実件数が圏域高齢者人口

の 3.0％以上 

基準 3.0％の 

60％以上とする 

・相談実件数が圏域高齢者人口の 1.8％以上で

あれば「○」とする。 

15 
相談延件数が圏域高齢者人口

の 8.0％以上 

基準 8.0％の 

60％以上とする 

・相談延件数が圏域高齢者人口の 4.8％以上で

あれば「○」とする。 

20 
区認知症施策を推進する会議に

参画し、取組みに協力している 

参画実績を 

問わない 

・開催中止連絡が記載された記録等により、参画

する会議が開催されなかったことが確認できれば、

「－」とする。 

21 

地域の支援関係者をはじめ、広く

市民に対し、認知症高齢者等支

援のための講演会・研修会等を開

催している 

開催実績を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 

24 

地域住民や介護保険事業者等

に対する高齢者虐待防止の講演

会・研修会等を計画的、戦略的

に開催している 

開催実績を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 
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【応用評価基準】 

 項目 評価基準 評価結果の特例 判断内容等 

 

応

用 

評

価 

基

準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

【地域づくりをめざした関係機関と

の連携】 

在宅医療・介護連携支援コーディ

ネーターと連携した活動（個別ケー

ス支援、課題共有のための会議

等）を実施している 

開催実績・形態を 

問わない 

 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、在宅医療・介護連携支援コーディネーターと課

題に対する対応策を講じる予定であったことが確

認できれば「◎」とする。 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、在宅医療・介護連携支援コーディネーターと地

域ケア会議等を開催する予定であったことが確認

できれば、「○」とする。 

２ 

【地域づくりをめざした関係機関と

の連携】 

社会資源に係る地域の課題やニ

ーズについて、生活支援コーディネ

ーターと連携した活動（課題共有

のための会議等）を実施している 

開催実績・形態を 

問わない 

 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、生活支援コーディネーターと課題に対する対応

策を講じる予定であったことが確認できれば「◎」と

する。 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、生活支援コーディネーターと地域ケア会議等の

開催予定や協議体会議に参加予定であったこと

が確認できれば、「○」とする。 

３ 

【地域づくりをめざした関係機関と

の連携】 

圏域地域包括支援センターとし

て、認知症強化型地域包括支援

センターと連携した活動（個別ケー

ス支援、課題共有のための会議

等）を実施している 

開催実績・形態を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、圏域地域包括支援センターと課題に対する対

応策について検討する予定であったことが確認でき

れば「◎」とする。 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、区の認知症施策推進会議に参加予定であっ

たことが確認できれば、「○」とする。 

４ 

【自立支援型ケアマネジメント検

討会議の運営】 

地域ケア会議において、多職種と

連携して、自立支援・重度化防

止等に資する観点から個別事例

の検討を行い、対応策を講じてい

る 

対象ケースが 

ない場合は 

評価対象としない 

・個別ケースの検討会議ができず、モニタリングやそ

の後の変化等を確認する対象となるケースがない

場合は「－」とする。 

・訪問等ができず、その後の変化等の確認やや効

果分析等ができなかった場合は「－」とする。 

５ 

【課題のまとめ】 

自立支援型ケアマネジメント検討

会議で検討した個別事例の積み

重ねから、地域づくりに向け課題を

まとめている 

開催実績・形態を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、外部講師を呼び開催する予定であったことが確

認できれば、「◎」とする。 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、地域包括支援センター職員内で開催する予

定であったことが確認できれば、「○」とする。 

・個別ケースの検討会議ができなかった場合は、

「－」とする。 

 

 

 

 

 

 



（２） 認知症強化型地域包括支援センター 

 

 項目 評価基準 評価結果の特例 判断内容等 

事

業

実

施

基

準 

１ 
区認知症施策推進会議を開催し

ている 

開催実績を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 

２ 

地域包括支援センター・ブランチ・

初期集中支援チームが開催する

会議へ参加している 

参加実績を 

問わない 

・開催中止連絡が記載された記録等により、参加

する会議が開催されなかったことが確認できれば、

「－」とする。 

３ 
認知症高齢者等支援にかかる事

例検討会を開催している 

開催実績を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 

５ 
地域の取り組みの後方支援を行

っている 

支援実績を 

問わない 

・取り組み中止連絡が記載された記録等により、

支援する取り組みがなかったことが確認できれば、

「－」とする。 

 

 

（３） 総合相談窓口（ブランチ） 

 

 項目 評価基準 評価結果の特例 判断内容等 

事

業

実

施

基

準 

 

７ 地域ケア個別会議を開催している 
開催実績・回数を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 

８ ブランチ連絡会に参加している 
参加実績・回数を 

問わない 

・開催中止連絡が記載された記録等により、参

加する会議が開催されなかったことが確認できれ

ば、「－」とする。 

９ 

地域ケア個別会議を開催するにあ

たり事前に開催目的を検討し、目

的に沿って地域関係者の参加を

呼びかけている 

開催実績を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 

10 

地域包括支援センターと協働し

て、地域ケア個別会議から見えて

きた課題をまとめている 

開催実績を 

問わない 

・開催計画や中止理由が記載された記録等によ

り、開催予定であったことが確認できれば、「○」と

する。 

11 総合相談実件数が 120 人以上 
基準 120 人の 

60％以上とする 

・相談実件数が 72 人以上であれば「○」とする。 

12 総合相談延件数が 600 人以上 
基準 600 人の 

60％以上とする 

・相談延件数が 360 人以上であれば「○」とす

る。 

16 

区認知症施策を推進する会議に

参画し、取組みに協力している 
参画実績を 

問わない 

・開催中止連絡が記載された記録等により、参

画する会議が開催されなかったことが確認できれ

ば、「－」とする。 

 


